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クラウド型システムで業務効率化を図りましょう

先月号では、クラウド型システムを使った労務手続きについてお伝え

いたしました。今月号では、その他のクラウド型システムとそれらの連

携についてご紹介します。

右の図のようなシステムのうち人事労務に関する3つをご紹介します。

★クラウド型システムの紹介★

★クラウド型システムの連携の効果★

クラウド型システムを連携させることで、よりメリットがあります。

現在、クラウド型システムは新しいサービスが続々とリリースされています。他社システムとの連携も

進み、利用しやすくなってきています。弊社でも、導入のお手伝いができるシステムがあります。この機

会に、クラウド型システムの利用を検討されてみてはいかがでしょうか。詳しくお知りになりたいときは、

弊社担当者までご相談ください。

今年のＧＷは１０連休？

平成最後の新年を迎えました。改元に伴いＧＷが今年に限り１０連休になる見込みです。月末月初に給

与支給をしている事業所は、給与計算のスケジュールを早めに検討しておく必要がありそうです。
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① 勤怠クラウド

月末に担当者が勤務表の確認・集計・入力に、

例えば10時間(20名×30分)かかっている。

② 給与クラウド

Excelや給与ソフトに毎月手入力している、

保険料率の変更を手動でしている。

また、明細を手渡ししている。

③ 労務手続きクラウド

入退社の手続きに、ハローワークや年金事務

所に出向いている。

 作業時間が削減されることで残業が減り、又、一人で多くの業務をこなすことができるようになります。

 従業員の情報が連携でき、同じ情報を何度も入力する必要がなくなります。

 手入力がなくなるので入力ミスがなくなります。

 担当者の変更にもスムーズに対応できるようになります。

集計や入力の必要がなくなり、作業時間が大幅

に削減される。

①との連携で自動計算され、保険料率の変更も

自動更新される。

Web明細で、誤配布がなくなる。

役所に出向くことなく、電子申請でできる。

(先月号参照)

※時事ドットコムより

対策として、①勤怠の締日を前倒して計算、差額は翌月に精算する。②休日出勤をして作業をする。（※休日

の割増単価で労働させる、または別日程で休日を与えるなど）等があります。就業規則とも照らし合わせ、早めに

検討をしておくと安心です。※金融機関の業務稼働予定は事前にご確認下さい。

中村 由香

中村 協子

◎20日締め、末日支給→支給日4/26、支給日まで平日で中4日

◎末締め、10日支給 →支給日まで平日で中3日

この日数で勤怠集計、振込処理

まで行うのは難しい・・・


